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１ 計画の概要 

■ 計画の目的 

人口減少や少子高齢化、自家用車移動の定着、ライフスタイルや移動ニーズの多様化等の要因に加え、新

型コロナウイルス感染症による影響から暮らしや働き方の変化による移動量の減少などにより、公共交通の

利用者は激減しました。一方、歩行者や公共交通を優先したまちづくりといった、本市の特性を踏まえたこ

れまでの取組を継承・発展させるとともに、時代の変化に対応した交通体系が求められています。 

そこで、関係者が一体となり、コロナ禍で激減した公共交通の利用回復を図り、ウィズコロナ・アフター

コロナ時代に対応した持続可能な交通ネットワークの構築に向け、都市・地域総合交通戦略及び地域公共交

通計画として第３次金沢交通戦略を策定します。 

 

■ 計画の区域と期間 

● 対象区域 金沢市全域 

● 計画期間 令和５年度（2023年度）～令和９年度（2027年度） 

Ｈ19 Ｈ28 Ｒ５         Ｒ９ 
（2007） （2016） （2023）          （2027） 

         

 

■ 計画の位置づけ 

本計画の策定に当たっては、上位計画となる「金沢市都市計画マスタープラン」との連携、本計画と「金

沢市集約都市形成計画」を両輪としたまちづくりの実現、ＳＤＧｓやゼロカーボンシティなどの関連計画と

調整・整合を図るとともに、「石川中央都市圏地域公共交通計画」と連携し、本市の交通まちづくりを推進し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

※本市では、令和５年度中にも新たな都市像を策定するとともに、都市像の実現に向けた行動計画を策定する予定であることから、 

当該計画の中で、本計画との整合を図ることとします。  

第３次 

金沢交通戦略 
 

（令和５年度 

    ～令和９年度） 

【上位計画】 
・第２次金沢版総合戦略 

・金沢市都市計画マスタープラン 

 

【関連計画等】 

・金沢市 SDGs 未来都市計画 

・金沢市地域福祉計画 2018 

・金沢健康プラン 2018 

・ノーマライゼーションプラン金沢 2021 

・金沢市環境基本計画 

・金沢市ゼロカーボンシティ宣言 

・金沢市持続可能な観光振興計画 2021 

・金沢市地域コミュニティ活性化推進計画など 

【広域的な計画】 
・第２期石川中央都市圏ビジョン 

・石川中央都市圏地域公共交通計画 

公共交通重要路線 

〔都市構造の緩やかな誘導のイメージ〕 

【土地利用】 

質の高い 
都市構造 
への転換 

【交通】 

過度に自家用
車に依存しな
い生活 

〔具現化に向けたアクションプラン〕 

金沢市集約 
都市形成計画 

第３次 
金沢交通戦略 

金沢市都市計画マスタープラン 2019 

【特に連携が必要な計画】 

・金沢市集約都市形成計画 

 

 両輪 

新金沢交通戦略 第２次金沢交通戦略 第３次金沢交通戦略 
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２ 基本的な考え方・基本方針 

第３次金沢交通戦略では、これまで進めてきた「歩行者・自転車・公共交通優先のまちづくり」を引き続

き基本としつつ、交通事業者や民間企業、地域住民等と行政が連携し、市民や来訪者の移動ニーズを踏まえ、

「交通から暮らしの質やまちの魅力を高めるまちづくり」を目指すことで、文化都市・金沢の実現を交通面

から推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔基本方針〕 

   

   

   

   

   

〔重点的な取組〕 

 

  

１．持続可能な交通ネットワークの形成 ～地域の実情に応じた公共交通の充実～ 

２．交通機能の連携強化 ～便利で円滑な交通の実現～ 

３．交通利用環境の向上 ～快適で安全な利用環境づくり～ 

４．人が中心となるまちなかの形成 ～歴史と文化が薫る歩きたくなる空間づくり～ 

５．交通行動の転換 ～公共交通の利用促進と普及啓発～ 

●まちづくりを継承する 

●  

●  

●時代の要請に応える 

●公共交通の持続可能性を高める 

●第２次交通戦略の評価と課題へ

の対応 

●市民の移動実態とニーズの反映 

●社会・経済情勢や本市の交通を

めぐる状況変化への対応 

これまでの課題の改善 

社会経済情勢の反映 

中長期的に目指す姿と 

現在のギャップを埋める 

実現に向けた施策展開 

新しい交通システム

（第１段階）の整備 

※バスのサービス水準向上 

金沢MaaS 

の推進 

モビリティハブ 

の整備 

地域住民による 

移動手段の充実 

（地域運営交通） 

公共シェアサイクル

「まちのり」 

の充実 

・ハード・ソフト両面からの連携を強化することで、地域に応じた移動手段を充実 
・公共交通の利用促進と普及啓発を強化 

■第３次金沢交通戦略の施策体系 

●

 

●限られた道路空間を有効活用す

るためには自家用車と徒歩・自転

車・公共交通の共存が必要 

歩行者・自転車・公共交通優先のまちづくり 

交通から暮らしの質やまちの魅力を高めるまちづくり 

基本的な 

考え方 

拡充 

新規 

■本市の交通政策の現況・課題 

メリハリをつけて計画を推進 
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３ 目指す公共交通ネットワークと各エリアの考え方 

本計画が目指す公共交通ネットワークは、「新しい交通システム（第１段階）」を想定し、その実現に向け、

本市の都市構造を考慮して「まちなか」「居住誘導区域※」「郊外」における公共交通ネットワークを次の通り

位置づけます。      ※都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画として策定した「金沢市集約都市形成計画」で定める区域 

■ 第３次交通戦略で目指す公共交通ネットワークと各エリアにおける主な取組 

● まちなかを核とした幹線公共交通ネットワークの構築 

● 地域の状況に応じ自宅から目的地まで過度に自家用車に頼らず移動できる環境の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

まちなか 

○自家用車等の流入を抑制し、徒歩・自転車・

バス等の多様な交通モードが便利に利用で

きる人中心の空間を形成する 

○都心軸を中心とした「新しい交通システム

（第１段階）」の整備により、まちなかと郊

外におけるスムーズな移動を実現し、魅力を

さらに高める 

〔主な取組〕 

●新しい交通システム（第１段階）の整備 

●歩けるまちづくりの推進 

●公共シェアサイクル「まちのり」の充実、 

走行環境等の充実、自転車利用環境の向上 

●金沢ＭａａＳの推進、わかりやすい交通案

内の充実 

居住誘導区域 

○まちなかと郊外を結ぶ「公共交通重要路線」に

ついて、定時性や速達性などの利便性を高め、

公共交通の便利な区域への居住の誘導を図る 

○鉄道・バス等と他の交通モードを接続・乗継

できるモビリティハブの整備を進め、多様な

交通モードを便利に利用できる移動環境を

整え、自家用車からの転換を目指す 

〔主な取組〕 

●公共交通重要路線の利便性向上、新しい交

通システム（第１段階）の整備 

●モビリティハブの整備や駅・バス停の利用

環境の充実 

●パーク・アンド・ライドの推進 

●金沢ＭａａＳの推進 

郊外 

○自家用車と公共交通を組み合わせながら、 

地域の特性に応じたフィーダー交通の導

入を進め、移動手段の確保とともに、過度

に自家用車に依存せず外出しやすい環境

づくりを目指す 

〔主な取組〕 

●郊外の移動手段の確保、地域住民による移

動手段（地域運営交通）の充実 

●モビリティハブの整備や駅・バス停の利用

環境の充実 

●パーク・アンド・ライドの推進 

●金沢ＭａａＳの推進 

※モビリィティハブ：鉄道・バス・タクシー・地域運営交通・シェア

サイクル・自動車などの多様な交通モードとの接続・乗継拠点 

交通結節点 

鉄道 

バス、

タクシー 

自転車 

自動車 

金沢版モビリティハブ 

地域に応じて多様な交

通モードを円滑に接続・

乗継する拠点を整備 

多様な交通モードが
接続・乗継するため、

 

交通モード 

駅（JR・IR） 

駅（北陸鉄道） 

バス停留所 

タクシーベイ等 

駐輪場・ポート 

本市の状況 

それぞれの整備を行
ってきたが、連携強化
が必要 

▼交通結節点とモビリティハブの定義 

まちなか   居住誘導区域    郊外

▼各エリアにおける交通モードの利用イメージ 
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❚ 第３次金沢交通戦略における公共交通重要路線 

 

  

松任線等 
錦町線等 

森本線等 

中央病院線等 

金石線等 

安原線等 

上荒屋線等 

北鉄石川線 

四十万線等 

錦町粟ヶ崎線 

花里線等 

方面 台数 

金沢都市圏全体 ２，６００ 

金沢南部方面 ９００ 

金沢東部方面 ３００ 

金沢西部方面 ５００ 

津幡方面 ４００ 

内灘方面 ５００ 

※既設のパーク・アンド・ライド駐車場台数を含む 

▼通勤時パーク・アンド・ライド駐車場の整備目標 

▮駐車場位置選定の条件 

バス 

・バス便数が多いこと 

・駐車場からバス停までの距離が近いこと 

・幹線道路からの自動車によるアクセスが容易であること 

・渋滞が発生している区間の外側であること 

・バス専用レーンのある区間においてはその外側であること 

鉄道 

・鉄道駅の周辺であること 

・幹線道路からの自動車によるアクセスが容易であること 

・渋滞が発生している区間の外側であること 
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４ 具体的な施策 

 

コロナ禍で減少した公共交通の利用を回復させ、持続的な交通ネットワークを形成するために、公共交通

重要路線の利便性向上や新しい交通システム（第１段階）の整備などにより、まちなかを核とした幹線とな

る公共交通ネットワークを充実させるとともに、地域自らが運営する公共交通の拡充などによる地域に応じ

た交通ネットワークの再構築を目指します。 

 

施 策（  は重点的な取組） 具体的な取組 

(1)公共交通重要路線の利便性

向上 

⚫ 公共交通重要路線の定時性の確保 

⚫ 乗継環境の整備・充実 

(2)鉄道線の利

用促進・利

便性向上 

①北陸鉄道線

の持続可能

性の確保 

⚫ 北陸鉄道線の大量輸送機関としての機能維持 

⚫ 安全運行を確保するための施設・設備の維
持・整備 

⚫ 他の交通モードとの連携強化による利用促進 

②ＪＲ線及び

ＩＲいしか

わ鉄道線の

利用促進 

⚫ 利用者の運賃負担の軽減や企画乗車券の発行
などによるサービス向上 

⚫ パーク･アンド･ライド駐車場の利用促進 

(3)新しい交通システム 

（第１段階）の整備 

⚫ 新しい交通システム（第１段階）の導入に向
けた整備計画の作成 

⚫ わかりやすく乗ってみたくなる移動手段の導入 

⚫ 導入空間確保に向けたバス専用レーン拡充等
の交通実験の検討・実施 

⚫ 沿道施設と連携したバス待ち環境の向上 

⚫ キャッシュレス化の推進 

(4)郊外の移動手段の確保 
⚫ 地域住民による移動手段の充実 

⚫ 郊外のバスネットワークの確保 

⚫ 福祉輸送等の確保 

 

(5)公共シェアサイクル 

「まちのり」の充実 

⚫ バス・鉄道と連携した相互利用の促進 

⚫ 第３期運営に向けた条件等の検討 

(6)観光やスポーツ等のイベント

に対応した交通の充実 

⚫ 金沢駅・金沢港からの二次交通の充実 

⚫ スポーツ等の大規模イベントと連携した公共交通の運行 

(7)公共交通の担い手の確保 

⚫ 生産性向上に向けた新たなモビリティの導入検討やネットワークの効率化 

⚫ 交通事業者の採用活動などへの支援  

⚫ 公共交通や運転手のイメージアップへの支援 

(8)石川中央都市圏等の公共交通

ネットワークの充実 

⚫ 都市圏内の公共交通ネットワークの充実 

⚫ 広域的な交通ネットワークの充実 

  

１．持続可能な交通ネットワークの形成 ～地域の実情に応じた公共交通の充実～ 

▮北部地区 地域運営交通 

「チョイソコかなざわ」 ▮公共 まちのり  ▮運転体験会 

▮北陸鉄道石川線 

▮連節バスの運行社会実験 

重 

重 

重 

重 
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市民や国内外の来訪者が、それぞれの移動目的に応じて、多様な交通モードを安全・安心かつ円滑に利用

できるよう、金沢ＭａａＳの取組のさらなる推進や、わかりやすい交通案内の充実、多様な交通モードの乗

継・接続拠点となるモビリティハブの整備、ユニバーサルデザインに配慮した施設整備の推進等を通じ、物

理的・心理的な障壁の解消を目指します。 

 

施 策（  は重点的な取組） 具体的な取組 

(1)金沢ＭａａＳの推進 

⚫ 金沢ＭａａＳコンソーシアムの活動推進 

⚫ キャッシュレス化の推進【再掲】 

⚫ ＧＴＦＳデータ及びオープンデータ化の推進 

(2)わかりやすい交通案内の充実 

⚫ 利用者に応じたわかりやすい案内方法の検討 

⚫ 案内表示や交通案内の充実 

⚫ 金沢駅における交通案内の充実 

(3)官民連携に

よる交通結

節 点 の 整

備・充実 

①モビリティハブ

の整備や駅・バ

ス停の利用環

境の充実 

⚫ モビリティハブの整備 

⚫ 鉄道駅とその周辺における機能充実 

⚫ 都心軸沿道バス停等における重点的な環境整備 

⚫ 主要なバス停におけるバス待ち環境の整備 

②パーク・アンド・

ライドの推進 

⚫ パーク・アンド・ライド駐車場の整備及び
乗継環境の向上 

⚫ パーク･アンド･ライド駐車場の利用促進 

(4)ユニバーサルデザインの推進 
⚫ 駅、バス停のユニバーサルデザインの配慮やノン

ステップバス及び福祉タクシー車両導入の支援 

 

 

藩政期から続く本市のまちなかはかけがえのない財産である一方、道路空間は他都市に比べ制約があるた

め、限られた空間の中で、市民や来訪者が便利で快適に移動できるよう、走行環境や渋滞対策の充実を図る

とともに、タクシーの利用環境の向上や荷捌きの円滑化のほか、高齢者や障害のある方への移動支援等を通

じ、歩行者・自転車・バス・自家用車などが共存する交通環境の形成を目指します。 

 

施 策 具体的な取組 

(1)走行環境等の充実 

⚫ バス走行環境の充実 

⚫ 自転車走行環境の充実及び交通安全対策の推進 

⚫ 歩行環境の充実及び交通安全対策の推進 

(2)渋滞緩和策の実施 

⚫ 金沢駅周辺などまちなかにおける渋滞緩和策
の実施 

⚫ 環状道路の整備による渋滞緩和 

⚫ 適正な駐車場運営等による渋滞緩和 

(3)高齢者や障害のある方への 

移動支援 
⚫ 高齢者等への移動の支援 

(4)タクシーの利用環境向上 
⚫ タクシーの多機能化・マナー向上及び乗降環
境の段階的な整備 

(5)荷捌きの円滑化 
⚫ 都心軸周辺における荷捌きスペースの確保
（共同荷捌き駐車場等） 

  

２．交通機能の連携強化 ～便利で円滑な交通の実現～ 

３．交通利用環境の向上 ～快適で安全な利用環境づくり～ 

▮「

▮

重 

重 

重 

▮
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本市のまちなかには、歴史・文化に加え、商業・業務・観光・行政等の多様な機能が集積し、伝統環境と近

代的都市環境が調和する、他都市では決して味わえない多様な魅力が集積しています。この魅力が十分に発

揮されるためには、歩行者・自転車・公共交通の利用環境を充実させ、乗ってみたくなる公共交通に進化さ

せるとともに、自家用車等の流入抑制や駐車場の適正な配置をさらに推進し、人が中心となる交通環境を目

指します。 

 

施 策 具体的な取組 

(1)歩けるまちづくりの推進 
⚫ まちなかにおける歩けるまちづくりの推進 

⚫ 魅力ある歩行空間の創出 

(2)自転車利用環境の向上 

⚫ 自転車走行環境の充実【再掲】 

⚫ 便利で使いやすい駐輪環境の創出 

⚫ 自転車のルールの遵守・マナーの向上 

⚫ 誰もが気軽に自転車を活用できるまちづ
くりの推進 

(3)金沢ふらっとバスの利便性向上 ⚫ 利用者ニーズに応じた運行の実施 

(4)自家用車等の流入抑制 

⚫ まちなかの通過交通の抑制 

⚫ 中心地の魅力向上と併せた公共交通利用
促進策の推進 

(5)駐車場の適正な配置 
⚫ 駐車場整備の誘導及びパーク・アンド・
ライドの推進 

 

 

一人ひとりが健康や交通安全、コミュニティ、環境、観光、経済等の幅広い視点に立ち、より持続的な交

通のあり方を考え、実践するため、学校・企業・地域などとの連携によりモビリティマネジメントを推進し、

過度な自家用車利用から徒歩・自転車・公共交通への利用転換を図るとともに、公共交通の利用促進や情報

発信・周知の充実により、歩行者・自転車・公共交通優先の交通まちづくりの実現を目指します。 

 

施 策 具体的な取組 

(1)モビリティマネジメントの推進 

⚫ 交通環境学習（モビリティマネジメント
教育）の推進 

⚫ 環境に配慮した車両・施設の導入 

⚫ 交通まちづくりを考える機会の創出 

(2)公共交通の利用促進と 

情報発信・周知の充実 

⚫ 過度な自家用車利用の自粛の啓発やエコ
通勤の推進 

⚫ 地域住民や企業・利用者組織等との連携
による利用促進 

⚫ 多様な媒体によるわかりやすい情報発信 

  

４．人が中心となるまちなかの形成 ～歴史と文化が薫る歩きたくなる空間づくり～ 

５．交通行動の転換 ～公共交通の利用促進と普及啓発～ 
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５ 戦略の実現に向けて 

■ 計画の目標と成果指標 
 
公共交通は、日常生活などの移動手段としての役割だけでなく、公共交通利用による交通渋滞の解消や環

境負荷の低減、運動不足解消による健康増進、交通事故の減少、移動手段のない方の外出機会の創出や社会

参加の促進など、多面的な効果（クロスセクター効果）があります。そのため、公共交通を維持・充実し、サ

ービスレベルや利便性の向上による利用促進を進め、持続的な交通ネットワークを確立することにより、関

連する各種まちづくりの取組が促進され、持続可能なまちづくりの推進につながります。 

本計画は、これらの観点から、計画の達成状況を評価するため、進捗管理として観測指標（アウトプット）

を 12 項目と、取組による成果指標（アウトカム）を９項目（うち重要成果指標２項目）設定します。 

▼重要成果指標（第２次金沢交通戦略の考え方を踏襲した長期的な目標指標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 計画の進捗管理 
 

本市では、行政、交通事業者、道路管理者、交通管理者、市民代表等から構成された「金沢市交通まちづく

り協議会」が設置されており、同協議会において事業の進捗状況や目標指標の達成状況を評価し、必要に応

じて計画を見直すものとします。特に、ウィズコロナ・アフターコロナの公共交通を巡る状況は大きく変化

すると想定されることから、社会情勢や市民ニーズの変化に合わせ、これまで以上に柔軟に対応すべく、関

係者と協議・検討しながら臨機応変に計画や事業の見直しを含め、必要な対応を図るものとします。 

評価に当たっては、定期的に調査する既存統計などを活用するほか、交通手段分担率や市民満足度等につ

いては、最終年次においてモニタリング調査を実施する等の手法により、定量的な効果を把握するとともに、

交通ニーズの継続的な把握に努めます。 

▼進捗管理（PDCAサイクル）の進め方 

 計画策定 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

 R4 R5 R6 R7 R8 R9 

計画 
Plan 

      

実行 
Do 

      

評価 
Check 

 
    

 

見直し 
Act 

      

協議会 

・分科会 
      ● ●     ● ●     ● ●     ● ●     ● 

 

公共交通の利用者数 

 

市内の公共交通分担率（平日） 

▮コロナ禍前の利用者数まで回復を目指す 

現況（R3年度） ９.０万人/日 

➡ 目標（R9年度）     12.８万人/日以上 

➡ 長期目標（R14年度） 13.0万人/日以上 

▮市全体の公共交通の分担率の上昇を目指す 

現況（H30年度） ９％ 

➡ 目標（R９年度）      ９％以上 

➡ 長期目標（R14年度） 10％以上 

 計画策定 

 

事業進捗状況の評価 

目標達成状況の評価 

 

次期計画の検討 

 

事業実施 事業実施 事業実施 事業実施 事業実施 

交通 必要に応じて計画の見直し 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


